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#10-52 

【１２月１８日～１２月２４日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２２年１２月２８日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼議会選挙結果の確定 

・２０日、中央選挙管理委員会は、議会選挙の再集計結果を

憲法裁判所に送付。 

・２４日、憲法裁判所は、再集計結果を審議、再集計の際に不

正が行われたとする無所属議員４名による控訴を却下し、再

集計の結果を確定。 

・２６日、ギンプ大統領代行は、議会を２８日に召集する大統

領令を発出。 

・２７日、内閣は、選挙結果確定を受け、総辞職を決定。 

▼連立形成に向けたＡＥＩの動き 

・２０日から２４日にかけて、自由民主党、民主党、自由党の代

表者が協議。 

・２０日、ルプ民主党首は、各党間の基本的立場に関する協

議は終了したと発言。フィラト首相は、連立形成に成功した場

合には大統領選出に必要な２票を共産党議員から得ることが

できると発言。フィラト首相及びギンプ大統領代行は、連立形

成に成功した場合には議会における過半数での大統領選出

を可能とする共産党発案の憲法改正案に賛成する可能性が

あると発言。 

・２１日、フィラト首相は、計１６の大臣ポストの配分を、自由民

主党７、民主党５、自由党４とする案を提案（現在は、自由民

主党５、民主党４、自由党４、ＡＭＮ３）、大統領選出への協力

を条件に共産党に副首相のポストを配分する可能性にも言

及。 

・２３日、ラザル民主党副党首は、ＡＥＩ内の協議は平行線を辿

っており、民主党の連立形成相手が共産党となるか自由民主

党及び自由党となるかの可能性は未だ半々であると発言。 

▼連立形成に向けた共産党の動き 

・２０日から２４日にかけて、共産党及び民主党の代表者が協

議。 

・２１日、ヴォローニン前大統領は、チョードリー駐モルドバ米

国大使と会談。チョードリー大使は、米国はどのような連立が

形成されようと次期政府と協力する用意があると発言、各政治

勢力は政治危機の克服及び再度の期限前議会選挙の阻止

に向け努力する必要があると強調。 

▼ガガウズ自治共和国首長選挙決選投票 

・２６日、ガガウズ自治共和国首長選挙決選投票が実施。 

・２７日、選挙管理委員会は、得票率はフォルムザル現首長５

１．５９％、ドゥドグロ・コムラト市長が４８．４％、投票率は約５

７％であったとの暫定結果を発表。 

▼その他 

・２４日、ギンプ大統領代行は、６月２８日のソ連占領記念日の

制定が今年の最も大きな功績であったと発言。 

２．経済 

▼財政 

・２３日、ネグルッツァ財務相は、現在の政治状況を踏まえる

と、２０１１年度予算案の採択は来年３～４月頃となる見込み

である、それまでは２０１０年度予算の法律に従うことになる

と発言。 

▼経済一般 

・１８日、モルドバ中央銀行は、モルドバ経済は予想を上回

る成長を見せており、経済危機以前のレベルに近い状況に

経済は回復したと発表。 

３．外政 

・２１日、レアンカ外務・欧州統合相は、ベラルーシ大統領選

挙に関し、抗議集会の開催に遺憾の意を表明、ベラルーシ

が国際標準に則った選挙を実施できるよう民主改革を継続

するよう呼びかけ。 

・２２日、オレイニクＩＴ通信相は、２０１１年１月１日からモルド

バがＩＣ旅券に完全移行する旨発表。 

４．沿ドニエストル 

▼２３日、オシポフ沿ドニエストル問題担当副首相のリ
トアニア訪問 

・オシポフ沿ドニエストル問題担当副首相は、アジュバリス・

リトアニア外相と会談、２０１１年にＯＳＣＥ議長国に就任する

リトアニアの優先事項、沿ドニエストル問題解決に向けた前

進達成の可能性につき協議。 
▼沿ドニエストル「共和国」議会選挙結果の確定 

・２４日、中央選挙管理委員会は、選挙結果を確定。選出され

た議員には１０日以内に証明書が公布され、その後召集され

る議会において議長が選出される予定。 

▼ヴァルダニヤン記者への懲役命令 

・１７日、在モルドバ米国大使館は、ヴァルダニヤン記者に懲

役１５年を命令した沿ドニエストル当局の行為を懸念し、同事

件の経過を注意深く見守る旨の声明を発表。 

・２０日、オシポフ沿ドニエストル問題担当副首相は、ヴァルダ

ニヤン記者及びカザク記者の解放に向けた協力を求める各

外交団向け声明を発出。 

・２３日、ミジェイＥＵ特別代表は、表現の自由を中心とした人

権及び被拘束者の基本的人権確保の重要性を呼びかけ、同

事件の経過を注意深く見守る旨の声明を発表。 

▼その他 

・２２日、沿ドニエストル「共和国」憲法改正委員会は、国民投
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票による憲法改正及び国家統治に関する項目の修正を含む

憲法改正案準備作業が終了し近日中に議会に提出する予定

と発表。 

５．防衛 

・２１日、マリヌタ国防相は、モルドバ軍改革への他国の支援

の重要性を強調、国際平和維持活動及び人道支援分野に

参加可能となるようモルドバ軍を更に競争力のあるものとす

る必要があると発言。 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と標記しています。 

（了） 


